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	7-2 工事目的物の追加
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	7-5 工事の中止、工事着手時期の変更、工期の変更
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	6  基本計画書の作成
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	9  増加費用の設計書及び事務処理上の取扱い
	10  工事の一時中止に伴う増加費用の取扱い
	10-1 増加費用に関する基本事項
	10-2 工事一時中止の区分
	10-3 請求の流れ及び適用範囲
	10-4 工事一時中止に伴う増加費用等の積み上げ例
	10-5 基本計画書の作成例
	10-6 工事請負代金変更請求の作成例（１）
	10-7 工事請負代金変更請求の作成例（２）
	10-8 工事請負代金変更請求の作成例（３）
	10-9 工事請負代金の構成（１）

	11  増加費用の費目と内容
	12  工事の一時中止に係る手続き様式
	13  参考資料
	13-1 兵庫県建設工事請負契約書（平成29年3月時点）
	13-2 土木工事共通仕様書（平成29年3月時点）


	■38-079~092●Ⅲ設計図書の照査ガイドライン.pdfから挿入したしおり
	1  「設計図書の照査」の基本的考え方
	1-1 「設計図書の照査」に係わる規定について
	1-2 「設計図書の照査」の位置づけ

	2  「設計図書の照査」の範囲を超えるもの（事例）
	3  設計図書の照査項目及び内容
	4  照査項目チェックリスト
	4-1 照査項目チェックリストの作成手順
	4-2 照査項目チェックリスト作成にあたっての留意事項
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	1  受発注者の協議･回答の迅速化(ワンデーレスポンス活動)
	2  設計・施工技術連絡会（三者会議）

	□39-001●施設台帳等作成の手引き.pdfから挿入したしおり
	「施設台帳等作成の手引き」
	１．目的
	本手引きは、兵庫県県土整備部が管理する施設の維持管理において必要となる施設台帳等（施設台帳・点検台帳・法定台帳）を継続的に作成、更新及び「社会基盤施設総合管理システム（以下、「総合管理システム」という）」へ登録するため、施設台帳等の作成方法や発注者への納品方法について受注者向けに解説し、施設台帳等の作成・登録の推進を目的とする。

	２．適用範囲




